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1 子どもの人権連第 39 回総会学習会報告　「子どもたちと語る子どもの権利」～せんなん子ども会議の活動が創り出したこと～　「子どもの権利に関する条例制定 12 年を振り返って、今思う事」

 子どもの人権連「子どもたちと語る子どもの権利」
～せんなん子ども会議の活動が創り出したこと～

　　　　 ◆2024年９月13日（金）　15:45 ～ 17:30

「子どもの権利に関する条例制定12年を振り返って、
今思う事」
＜コーディネーター＞

こども基本法成立を促した国際社会と自治体の取り組み
子どもの人権連代表委員

東洋大学名誉教授　森田 明美

子どもの人権連第３９回総会学習会報告

１　子どもの権利条約を日本で具体化することのむつかしさ
日本は、1989 年に当時の国連加盟国全会一致で採択された子どもの権利条約を、世界で 158

番目 1994 年に、やっと批准しました。子どもの権利条約批准後も、私たち子どもの人権連は国連
への日本での子どもの権利条約の具体化に関する報告活動や、国内での子どもの権利の普及活動を
進めてきました。国連子どもの権利委員会は、日本政府に対して 2018 年の第４・５回の総括所見
まで一貫して、子どもの権利に関する包括的な法律をつくることを日本政府に勧告してきましたが、
児童福祉法などの改正時（1997 年児童福祉法改正では、施設入所措置に際して、子どもの意向の
聴取（意向記入欄）が設けられた（第 28 条の②）。2016 年５月児童福祉法改正では、理念に子
どもの権利条約の具体化の文言が入った。）にその理念や原則を入れ込んだりした。また、新しく児
童虐待防止法（目的に「児童」の権利利益の擁護に資することを目的」とすることと記載された。）、
子ども若者支援法、子どもの貧困対策法など、子どもの権利条約の具体化につながる施策を包含し
た法律を制定することはありましたが、包括的な子どもの権利に関する法律がつくられることは、20
年以上の間、ありませんでした。こども家庭庁とその運営に関する法律が定められ、やっとこども基
本法ができたのは、2022 年６月 15 日でした。

ただ、1990 年代に分権自治が進む中で、多くの基礎自治体が子どもの権利条約の具体化のため
の自治体での取り組みを進めるために、子ども ( の権利 ) 条例を制定してきました。

自治体の子ども条例には子育て支援にかかわるもの、いじめや虐待などへの対応など多様な内容や
目的のものがありますが、子どもの権利保障を総合的にとらえ、理念、制度・しくみ、施策などが相
互に補完し合うような内容を備えた条例（たとえば、子どもの権利についての理念や権利の具体的内
容、家庭・学校・施設・地域など子どもの居場所・生活の場での権利保障のあり方、子どもの参加
や救済のあり方、子ども施策の推進や検証のあり方、子どもの権利保障をはかる具体的な制度・し
くみなどを規定するもの）いうなれば子どもの権利保障を図る総合的条例が、その後多くの自治体で
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つくられることになりました。
2001 年に川崎市で制定された川崎市子どもの権利に関する条例にはじまる自治体の子ども（の

権利）条例については、2024 年５月段階で総合的な子どもの権利条例を制定した自治体は 68 か所、
また子どもの相談救済機関を独自に運営する自治体は 48 か所になっています。

子どもの権利条約を日本政府が批准してから 30 年。その間に多様な取り組みが自治体でおこなわ
れるようになったのです。

２　子どもの権利条約批准 30 年を若者と一緒に振り返る
子どもの権利条約を日本が批准して 30 年を迎えた 2024 年の子どもの人権連の総会イベントを考

えるに際して、運営委員会で議論をして、共有したのは、これからの日本の子どもの権利の具体化を
考えるためには、子どもの権利条約を批准して 30 年の日本の到達点と課題を、若者たちと一緒に考
えることが必要だということでした。

総会は平日開催を予定していたため、平日に参加可能な人という配慮も必要でした。そこで、自治
体の子ども会議で育った若者たちが、自分たちの活動について振り返り、そこでの価値を様々に語る
ことができるようになっているということから、大阪府泉南市の「せんなん子ども会議（以下子ども
会議と略す）」の活動について、当事者の報告を受けることになりました。

大阪府泉南市は、関西国際空港近くに位置する人口約６万人の町です。2012 年 10 月１日に泉
南市子どもの権利に関する条例が制定されています。そこでは、子どもの権利を実施するための子ど
も会議が条例に位置付けられています。子どもの権利条例の管理行政が教育委員会であるのも珍し
いですが、教育委員会で活動する教育指導主事が参加したり、幼稚園などを含めた学校での活動が、
生涯学習、社会教育活動などと子どもの権利普及啓発活動と連動しています。

総会で報告をしてくれたメンバーは、2012 年の条例制定時に作られた子ども会議に参加していた
子どもたちが、子ども会議での年齢が終了したのち、サポーターとして活動するようになった大学生
や仕事についたばかりの若者たちでした。

子ども会議に参加したときの自分の感想や変化、子どもの権利の視点で活動したことで学ぶことの
重要性を語ってくれることになりました。

安全で安心できる子ども会議という活動の場が、参加していた子どもたちが仲間として育ち、専門
家や行政が、子どもや市民たちの子どもの権利を支える活動によって育ち、そのやりとりのなかで子
どもたちが肯定感を形成していくプロセスが語られました。まさに子ども会議の活動自体が、子ども
の権利の具体化の実践だったといえます。

今回の企画では、子どもの権利条例の企画から現在まで、条例に基づく行政の活動を進めてきた
職員の古藤典子さんからの報告も受けて、ほかの自治体での理解が進むように工夫しました。

子どもの権利条約を具体化するためのこども基本法やこども家庭庁の取り組みは、国の総合的な
指針と予算をつくり出していくものですが、それを具体化するのは、基礎自治体です。泉南市の活動
は教育委員会を中心に学校と連携をしながら、幼児期の子どもや保護者たち、市民、学校と連携を
しながら、活動を進めていったことが多く語られています。

小さな自治体で子どもの権利条約をまんなかにおき、子どもの権利条例を市民も一緒になって子ど
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【報告者】

泉南市健康子ども部子ども政策課 古藤 典子

もの権利を共有して、活動してきたことを子どもたちはどのように感じたのか、今回のイベントの記録
から感じてほしいと思います。

子どもの権利条約の具体化は、どのように子どもの育ちに影響を与えたのかを、一緒に考えてみて
ください。そしてあなたの自治体では子どもの権利をどのような形で共有しているのか調べて、自分が
できることを仲間と一緒に考えてみましょう。新しい時代のあなたの地域でのおとなと子ども、そして
若者たちとの社会づくりが始まると思います。

１　子どもの権利条例との出会い
私が子どもの権利と出会ったのは、2002 年です。当時、泉南市では公立幼稚園の統廃合計画が

進められていました。私は、その担当職員でしたが、地域や保護者の方の理解を得ることができず、
計画は白紙となりました。その後、幼稚園と保育所の一元化フォーラムで、東洋大学の森田教授に
出会い「子どもの権利条例を施策の基盤にしている自治体がある。」と教えていただき、泉南市にも
子ども施策の基盤となる条例が必要だと思いました。

２　次世代育成支援対策地域行動計画の策定をチャンスに
幼稚園現場から教育委員会に移動したばかりの私は、条例制定などは全く縁がなく、市長部局の

課長に「作りたいと言って作れるものではない。何のために作るのかを明らかにし、先を見通して計
画にのせるなど、作るまでの筋道、作ろうという流れが大切だ。」と教わりました。また、「国の動き
も大切だ。」とも言われました。幸いにも「次世代育成支援対策地域行動計画」の策定が全自治体
に義務付けられた時期であり、その前期５年間計画 (2005 ～ 2009) に、「条例を策定するための
研究や学習会の実施」と位置付けることができました。市として子どもの権利条例を施策に位置付け
た第一歩でした。そして、2010 年の市長公約を受け、後期計画（2010 ～ 2014）に「子どもの
権利条例の制定」をうたい、2011 年に有識者、市民、行政職員等をまじえた条例案検討委員会を
設置しました。その後、2012 年泉南市議会第 3 回定例会（９月）で、全会派一致で可決されました。

３　教育と福祉と人権の連携
条例の制定をすすめる事務局は当時所属していた教育委員会の人権教育課が担うことになりまし

た。それ以前も、教育委員会と福祉部局と人権部局がともに活動する場が多くあり、条例制定もこ
の３部局でかかわり、条例制定後の今も３部体制は続いています。教育委員会が事務局を担うのは、
珍しいことですが、校園長会や、学校ヒアリング等で学校園に情報等を伝えやすいうえ、協力も得ら
れやすいというメリットがありました。現在は、子ども基本法の制定にともない、23 年度に子ども政
策課が設置され、中心となる課はこれま教育委員会から子ども政策課に移りましたが、子ども会議の
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担当は、教育委員会に残したままで継続しています。

４　泉南市子どもの権利に関する条例に基づく実践
（１）子ども会議の実施

条例制定後１か月で取り組んだのが「せんなん子ども会議」でした。条例制定の際に、市内の小
中学生と前文づくりをした経験が子ども会議の開催を後押ししてくれました。子どもは、社会、学校、
家庭などについて様々なことを考え、おとなから多くのことを感じ取っているということを前文づくりの
中で実感できたからです。子どもは、話ができる雰囲気と、聴いてくれる人の前で語り始める、学校
や家庭で毎日顔を合わせる関係ではない、つまり昨日の私も明日の私も知らない間だからこそ、話が
できることがあるということがわかりました。しかし、担当者が学校関係で働いていた２人だったので、
子どもに聴く前に指導してしまったり、良いという方向を示してしまったり、子どもが主体と思うばか
りに、トラブルに入ることをためらってしまったりと悩むことばかりでした。子どもの権利条例に位置
づいた子ども会議の有り様を探るため、担当と子どもたちとで試行錯誤の繰り返しでした。コロナ禍
時も、ズームを駆使しながら、ほとんど休むことなく５月～３月までの年 11 回の会議を 12 年間継続
してきました。今では、子ども会議は泉南市の条例の核になっていると言えます。

（２）子ども会議で大切にしてきたこと
まずは、子どもの権利を学ぶことです。権利学習は最初の１回だけではなく、短時間でも継続的に

行っています。「自分が考えていることは、おとなからみたら生意気だと思われていると思ったけれども、
他にも同じような考えを持っている人がいて自信が持てた。」というような意見も聴かれ、子どもにとっ
て、子どもの権利を学ぶことは生きていく力になっていると、子どもたちの発言から確信できました。

続いて、子どもの権利を伝える広報活動です。子どもの権利を学んだ子ども達は、もっと多くの子
どもやおとなに伝えたい、わかってほしいと言う願いを持ちます。そのため、パンフレットやポスター、
ＤＶＤの他、ビデオメッセージなどを作成してきました。それらは、子どもはもちろんのこと、市民の
研修や保護者研修等で見ていただいていますが、「動画での場面は『あるある』って思う事が多く、
気をつけなければと思いました。」「反省させられます。」など、見た人が子どもの権利を意識するきっ
かけとなっています。

他には、街づくりへの参加です。実際に、公園課の人から「トイレの落書きに困っているから、子
ども会議でペイントをしてくれないか」という依頼を受けたり、政策推進課から「第６次総合計画を
作成したいから、10 年後の子ども未来新聞をつくってくれないか」という依頼を受けたりしました。
また、自分たちが企画をして、空き缶を集めながら街をまわり、その空き缶で運動会を行うという「空
き缶ハロウィン」や、海岸のごみ拾いをして、砂浜でビーチフラッグ等を楽しむ「クリーンビーチプロジェ
クト」も行いました。いずれも、イベントを通して子どもの権利と、子ども会議を知ってもらう事がセッ
トになっています。

（３）今後にむけて
子ども会議の最後に「みんなと子ども会議で出会えてよかったです。こんな体験をするのは、めっ
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たにないし、よい勉強になりました。子ども会議のことは一生忘れません。意見をいう事が苦手な人
もかまわず入って下さい。私も苦手だったけれども、今はとても言いやすくなりました。」というような
感想を書いた委員がいました。また、ある時には「どんなイベントや活動が子ども委員の心の中に残っ
ていますか？」という質問に、「私は、イベントや活動で育ったのではありません。子ども会議そのも
のの雰囲気に意味があるのです。」と言われたこともあります。子どもとともに考えるというスタンスで、
子ども会議を継続し続けることが、「居場所とは何か」「参加とは何か」「子どもにやさしいまちとはど
んなまちか」を考え続けるきっかけになっており、私たちは、子どもたちから多くのメッセージを受け取っ
ています。子ども会議だけでなく、どの課においても子ども参加を取り入れていくことは可能だと思い
ますので、今後ますます、子ども参加のまちづくりがすすんでいくことを願っています。

初めに子ども会議に参加した理由について記載します。
ぼくが始めて子ども会議に参加したのは、小学校 5 年生の時でした。学校にちらしが配られて、興

味本位で「どんなところなんだろう」と思って、一人で入りました。中学生、高校生になってからも続け、
社会人になってからは、おとなスタッフとして子ども会議に参加してきました。

自分にとっては、子ども会議に入るまでは、あまりいい思い出がなく、学校はいじめの思い出が多
く、あまり行きたいとは思っていませんでした。でも子ども会議は他校の子どもたちと仲良くなる場で
あり、毎回楽しくて、行きたいという気持ちが顔からにじみ出るほどに、その日を待っていました。月
1 回の子ども会議に行くことは、僕の中ではあたりまえになっていたと思います。それだけ、行けば楽
しかったし、ここにいてもいいという安心感があったと思います。僕は、誰かの役に立ちたいと思って
いたし、子ども会議にいると、誰かの役に立っているって思えて、自分に自信をもつことができたので、
今まで続けてきました。

次に、子ども時代特に印象に残った活動内容についてです。　
僕が中学生の頃、落書きをされていたトイレを綺麗にして、その上に泉南市の有名な物などをペイ

ントした取り組みがありました。子ども会議のことが、市役所の人にも知られるようになったことで、
住宅公園課の人に、「子ども会議のメンバーが中心になって、公園にあるトイレをペイントしてほしい。」
と言われました。落書きをされて困っているという声を聴き、子ども会議が中心になって、一般の子
どもたちの参加を呼び掛けてペイントをするイベントを自分たちで考えて開催しました。市の人に頼ま
れて、市の人と一緒になって、人の役に立っていることをしている。一人ではできないことを、みんな
でしていると思うと、とてもうれしかったです。

まちづくりのことで気になっていた高校生の時、たまたま大型スーパーで議員報告会があり、「子
ども会議で何か活かせるものはないかな」と思い、話を聞こうと入りました。報告会では泉南市に新

「元子ども会議の委員として　おとなスタッフとして」
     直川 宥澄
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しくできる公園について話し合っていました。子ども会議の時にその報告会で聞いて来た話をすると、
みんなが興味を示してくれて、その公園をつくる企業の人と話をするなど、最終的には公園づくりにも
大きく貢献することができました。

他にも 3 月には市長さんに一年間の活動などを発表したり、子ども会議のみんなでカレーづくりを
したり、子ども会議があったからこそ、たくさんの経験をすることができました。

最後におとなスタッフになって今の心情について述べます。
おとなスタッフになり子どもを導く立場になると、子どもたちの困り事や悩み事などを聞く時があり

ます。家庭や学校の話など、僕にはどうしても力になってあげられない話を聞いたりします。そんな時、
僕は「また子ども会議に来て話聞かせてくれへん？解決はできないけど話すだけでも心が軽くなると思
うからさ。」と子どもたちに言いました。僕が子ども会議で救われたように、他の子どもたちも子ども
会議に来てできる限り救って笑顔でいられるように、そう思っています。僕が子ども会議の委員だった
時は、いろいろな体験やたくさんの人とのつながりがありましたが、コロナ禍になり、いろいろな体験
や人とのつながりに制限がかかりました。なので、今の子ども会議の委員には、経験できないような
経験をさせて、色んな人とのつながりをつくってあげたいと思っています。

１　はじめに
私は高校 2 年の時に直川くんに誘われて子ども会議に参加し、子どもの権利に初めて出会いました。

当時は頭の片隅に「子どもの権利ってやつがあるんだ」と思うくらいで活動に参加していました。
私は小学校で体調が悪い時に話を聞いてくれなかったり、私が友人への発言が先生には違う意図

で伝わり、理由も聞かれずに全員の前で怒鳴られたことがあり、おとなや学校教員に嫌悪感を感じて
いました。参加当初、子どもの話を真剣に聞き、子どもに意見や話を求めていたことや、子ども会議
のルールやその年度の活動テーマはみんなで決めていたこと、年度終わりには、市長報告を実施して
いることに対して、「おとなって子どもの話聞くんや！」と驚いていました。

２　子ども会議に参加して獲得したこと
①高校生時代

私は元々学校生活で意見を言うこと等、周りの目を気にして自分の意見を言うことをちゅうちょして
いました。しかし、子どもの権利と出会ってからは、「自分は自分でいい」と思うようになり、少しず
つ自分の意見をはっきり言えるようになり、人前で話すことが楽になり、高校では生徒会や多くのボ
ランティア活動に興味を持って行動できるようになりました。

「子どもの権利に出会って私に起きた変化とギャップ」
    せんなん子ども会議スタッフ 浅羽 大地
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②大学生時代
さらに変化があったのは大学生になってからです。大学の講義で、社会問題を横断的に学ぶ中で自

然と頭の片隅にあった子どもの権利がキーワードになっていきました。大学１回生の頃、社会階層・
格差や貧困の再生産の講義で話を聞いた際に衝撃が走りました。「そんなことがあるのか」とそこで
初めて知り、子どもの権利はこれからの日本社会で特に必要な考え方だと感じ、多くの子どもの社会
問題や人権問題に関心を持ちました。

子ども会議では、私のように気持ちの変化が何かあるはずなので、子ども達にも少しでも人権につ
いて具体的に考え、「仕方ない」で終わらせずに、社会の常識に疑問を持ち、声を上げるきっかけを
持って欲しいと思い、権利学習をするべきだと思い、古藤さんやみんなの力を借りて、大学 4 年間ほ
ぼ毎月実施させていただきました。子ども達の意見から学ばされることや気付かされることも多々あり、
互いに有意義な時間になっていました。

また、子ども会議だけでなく、地域の子ども食堂等のボランティアにも参加していることもあり、社
会問題が日常のすぐ目の前や目に見えにくい所で起きていると実感し、子どもと関わるほどその子が
持つ悩みや背景をなんとなく感じるようになり、私自身の中で問題意識が醸成されていきました。

３　社会人になって思うギャップ
大学４回生辺りからですが、これまで学び、考え、行動したことが全て無駄だったのではないかと

思う時が多々出てくるようになりました。
子どもの問題もその他の問題も社会構造が変わらない限り、解決しません。根本的に問題をなくし、

苦しむ子どもを 0 にしたい理想はあるのに実現できないことや、子どもの権利は全国的に認知度が低
く、元々条例のある市でも子どもの権利に理解のない学校教員や行政職員がいること等、知れば知
るほど希望が絶望に変わっていきました。心的に悲しい気持ちになったこともあり、子どもの権利と
出会わない方が幸せだったのではないかと思う時もありました。

また、1 人ひとりの人権が十分に擁護されていない日本社会で、人々は生きるために仕事をします。
ついに私もその 1 人になったが、仕事で自分の事で精一杯になり、他人の事を考えていられないと思
う時もあり、そんな人が社会に多いから誰も社会問題に目を向けなくなるし、選挙にも行かなくなる
んだと思う時があり、最近絶望しています。実際に周りの人達は社会問題について話をするのを嫌う
人や、知らないと終わらせる人が多くいます。話をする私が思想が偏っておかしい人間なのかと思わ
れてしまいそうで、苦しく、これまで子どもの権利を学んで思い描かれている理想と、現在の私が置
かれている現実にギャップを感じています。

４　まとめ
子ども会議は、子どもの権利と出合わせてくれて、人権について考えるきっかけや私自身の人生観

に良い意味でも悪い意味でも変化を与えてくれました。子ども会議で子どもの権利に出会っていなけ
れば、現在の私は何の問題意識も持たず、社会に対して何の違和感を持たず、ギャップを感じない人
間になっていたはずです。

子ども会議は権利と出会える場所であり、一人ひとりに大きな変化をもたらすことができる可能性
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があります。そして、何よりも直川くんや岩村さん、古藤さんのような、想いが一緒の多くの仲間に出
会えたことが、現在ギャップを感じている私にとって心強い仲間であり、友人です。そんな仲間とつな
がれることが子ども会議の価値だと強く思います。

ギャップを感じてはいますが。仲間と共に諦めずに、これからも子ども会議や子どものボランティア
も続け、仲間や子ども達が困ったときに寄り添い続けることができる人間で居続けたいです。そんな
人々が地域の中で増えて、地域に居続けることで、子ども会議のような子どもが社会参加できる場所
が創造されると私は信じています。

私にとって、子ども会議で子どもの権利を学ぶことは、多様性を学ぶことに近いと感じます。例え
ば、子どもの権利条約第 10 条には「別々の国にいる親と会える権利」が記されています。この条文
を知ったとき、これまで考えたこともなかった、異なる背景を持つ子どもたちの存在を想像させられま
した。会議の中では、こうした条項や話し合いを通じて、多様性を尊重する姿勢が育まれていきました。
特にそれを強く実感したのは高校生の頃です。参加当初から、直川さんや浅羽さんには親しく接して
もらい、「月に 1 回は何が何でも会う」という約束が、良くも悪くも私たちの関係を深めました。今で
は何でも言い合える兄妹のような関係です。しかし、中学 2 年生から 3 年生の頃、私はいじめを受け、
学校では自分を閉じ込めざるを得ませんでした。一方で、子ども会議はアットホームな環境で、特に
2 人はどんな私も受け入れてくれました。そのおかげで「やっぱり自分は悪くないんだ」と思えるよう
になり、この仲間は絶対に大切にしようと強く感じました。振り返ると、そうした温かい環境は、み
んなが多様性を理解していたからこそ自然と生まれたのだと思います。

高校生になった頃、子ども会議には、外国にルーツを持つ子どもや不登校児など、普段学校では
あまり出会えない様々な背景を持つ子どもたちが何人かいました。そして、一見問題がなさそうに見
える子どもたちも、自分をうまく表現できず、息苦しさを抱えていることに気づかされました。実際私も、
中学の頃に同じような経験をして子ども会議に救われているので、彼らのことがすごく理解できました
し、貧困や虐待などではなく、名前のない悩みを持つ子どもたちに対して、私が寄り添いたいと思う
気持ちが強かったです。この頃から、自然と様々な立場にある子どもたちのことを考えられるようになっ
ていたのだと思います。このような出会いは、私にとって大きな財産です。イベントなどの場で特別な
学びがあったわけではなく、日々の会議の中で少しずつ気づき、成長していけたと感じています。

こうした経験を経て、現在はおとなスタッフとして活動しています。一番の課題と感じるのは、おと
なの子どもへの関わり方です。「子ども」会議であるはずなのに、おとなの事情で指示する場面が少
なくありません。例えば、子どもたちが「会議を月 2 回にしたい！」と提案したとき、おとなから「休
日出勤が増えるな～」という声が漏れることがありました。子ども会議のおとなスタッフは、子ども
たちが主体的に考え、意見を交わす力を伸ばすためのサポート役であるべきです。常に子どもたちと

「多様性を知り、自分をみつけた―子ども会議がくれた成長の場」
    岩村 天花
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対等な立場でいることが重要だと思います。子どもたちは意外と敏感で、いつもおとなの顔色をうか
がいながら話しています。そのため、私は子どもたちが会議に来たときには「待ってたよ。」と声をか
け、帰るときには「次も待ってるよ。」と伝えることを心がけています。私自身がいじめに悩んでいた頃、
このような言葉に救われ、自分が求められていると感じられた経験があるからです。

20 歳になった今、私は子どもとおとなの双方の気持ちを理解できる立場にいます。これまでは、お
となに自分の意見を聴いてもらうことで、気持ちや考えを表現する大切さや喜びを感じてきました。こ
れからは、子どもたちが生きやすい環境を作る側に回りたいと思っています。まずは、子ども一人ひと
りの話を親身になって聴くことを心がけたいです。そして、各地で子ども会議のような居場所が増えて
いくことを願っています。

 子どもの人権
連

加賀おやこ劇場

　

第24回「子どもの権利条約具現化のための実践」
助成事業報告

第24回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　

1
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 子どもの人権
連

加賀おやこ劇場

　

第24回「子どもの権利条約具現化のための実践」
助成事業報告

第24回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　

1

 
加賀おやこ劇場の目的

優れた児童文化を鑑賞し、その創造研究普及のために努力し、それを通して未来の担
い手となる子どもたちの自主性、創造性、民主性を育み、豊かな人間に成長することを図
ります。おとなと子どもが、交流連帯する中で子どもの幸せを守ります。( 規約より)

　 コロナ禍を終えて
コロナ禍の３年余り、様々な規制が有り、本来の活動ができませんでした。そんな中、子どもたち

は様々な工夫を凝らし、オンラインを使っての会議や形や内容を変えたりしながら活動を継続してきま
した。でもコロナ禍３年間に中学・高校に入学した子どもたちは、異年齢集団のリーダーとしての経
験や仲間づくりの活動が少ないまま卒業し、進級となりました。

そこで、23 年度は高校生自身のための活動を多くすることによって、高校生たちのスキルを磨き、
絆を深めることにしました。

　 能登の大地震
そして 22 年度は、年度末の集大成の活動「いらずの森」に向けて、何の制約もなく本来の活動

をすることができると 4 月から子どもたちの居場所づくり、繋がりを大事にした高校生たちの活動を
今まで以上にすることができました。そして1 月からの県内への活動へとつなげていく「ウィンターキャ
ンプ」・「いらずの森」を計画していた矢先、1 月 1 日に能登での大地震があり、県内が大変な状況
となってしまいました。今まで協力し、子どもたちのつながりも強かった七尾と輪島の劇場の人たち
の家族が前代未聞の被害をうけてしまいました。特に輪島では自宅に住むことができなくなった多く
の子どもたちが地元を離れて、２次避難先に行くこととなりました。

そんな中、「ウィンターキャンプ」、「いらずの森」をどうするかの話し合いを重ねながら、併行して
義援金を募ったり、連絡を取り合ったりと現在進行形で支援活動をしていきました。

コロナ禍の時もそうでしたが、高校生・大学生・青年たちの「こんな時こそ子どもたちには、集まっ
て話したり、遊ぶ時間が必要だと思う」ということでで、「ウィンターキャンプ」は日帰りにし、「いら
ずの森」は 2 泊 3 日のところ 1 泊 2 日の活動に変更して実施することに決めました。
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５･６年生はお化け屋敷企画(５･６年生居場所づくり)　「げきじょう祭り」参加

お化け屋敷　数日前から準備し、前日は部屋に黒い布やビニール袋を使ってお化け屋敷
を作り、当日はお化け役・受付・呼び込みなど係を決めて楽しみながら実施。

高校生たちの集団・居場所づくり、スキルを磨く活動

23年度の高校生の活動について話し合う4月

高校生の活動　①BBQ　小松市安宅キャンプ場8月

高校生と青年の集まり　
新高校生の歓迎会をしました。年間計画・
やりたい事などを話し合いました。

それぞれ高校も学年も違うので、日を合わせるのも一苦労です。メニューを考え、予算を
たて、買い出し会場探しなど、自分たちで計画しBBQ実施。
新高校生一人ひとりからの意見を大事にし、次の活動へと繋げていきます。こういった話
し合いの繰り返しによって、自分の意見をしっかり言える集団となっていきます。

高校生の活動　②加賀おやこ劇場「げきじょう祭り」参加　かが交流プラザさくら11月

いんふぉめーしょんno.180／2025.3.3.indd   11いんふぉめーしょんno.180／2025.3.3.indd   11 2025/03/03   15:132025/03/03   15:13



12いんふぉめーしょん　2025.3 / No.180

どの班も
それなりに
おいしそう？
でよかった。

食後「ウィンターキャンプ」「いらずの森」
「その他のやりたい活動」について話し合い

コミュニケーションワーク 

高校生活動　④冬の合宿　大杉みどりの里1 月
2024

翌日からの小中学
生合同の「ウイン
ターキャンプ」にむ
けて、詳細について
話し合う。

オンライン会議を始めた時に、「今後コロナ禍が収まっても時間短縮になるし経費もかか
らないから、こういう形の会議でいいのではないでしょうか？」と言っていた子どももいま
した。しかし実際に集まることによって・相手の顔をみながらのコミュニケーションは、全
然違う。
・全員が一緒の空間にいて表情を見ながら話すことによって仲間意識も芽生え、平等に
意見を言いやすい環境を作れる。

・継続的に集まることによってお互いを知ることができ、尊重できるようになる。
・話し合いの仕方など経験を通してスキルが身につく。チームワークができると、小中学生
のリーダーとなることへの自信につながる。
などに変化していきました。

高校生の活動　③やみ鍋　美川市公民館12月
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高校生・青年企画(中心は高校生・中学生達)の高学年活動

夏のキャンプ(4年生以上)　山中県民の森7月

　学校でもコロナ禍以降キャンプをおこなわなくなっているの
で、キャンプやスキーなど課外活動を経験したことがない子ど
もはもちろん保護者が増えています。
６月　高校生がキャンプに参加する保護者と子どもを対象に、

事前の集まりを企画します。
・家族でだけではできないことを体験する
・他者を認め一人ひとりの意見を大事にする
・自分の気持ちを言葉で伝える
・川など自然の怖さを学ぶとともに、大自然を謳歌する
(デジタルではない自然の中での楽しさを経験する) 
・行動に責任を持つ(自分のことは自分でする)
　キャンプの趣旨を保護者に伝え、班ごとに話し合い、係を決め、子どもたちにも
趣旨を伝える。

４年生にとっては、何もかもが初めての体験。中学生・高校生がテントの立て方・
食事の作り方・火のおこし方など、一つひとつ教えていく。お互いが貴重な経験となる。

包丁の使い方などを教えてもらう 助けてもらいながら、初めてテントを立てる

大自然の中で、異年齢で家族ではできない体験をする
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加賀という範囲を超え、石川県内の小松・金沢・野々市・
七尾・輪島の子ども劇場の子どもたちとの交流をはか
り、県内の子どもたちの活動としてのキャンプ。

チーム対抗ゲーム
異年齢の班に分かれ、出る選手を選び様々なゲームをして、コインをゲットする。大変盛り
上がり、遊びの中で、人間関係が築かれていきました。

ウィンターキャンプ 県内劇場４年生以上 　小松市大杉みどりの里1 月

能登での地震で、実施するか中止にするか、おとなで話し合いましたが、日数を減らして実
施することにしました。

県内劇場　夏のキャンプ（4 年生以上）　宝達志水町所司原キャンプ場8 月
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ダンス１班・プレイ４班(新しい遊びを考え発表し実践する)に分
かれ話し合って、翌日に、発表する遊び・ダンスを仕上げる。

「いらずの森」 　富山県滑川市東福寺自然公園青雲閣3 月

劇場の年間を通した様々な活動の中で毎年３月年度末に実施しているその年度の集大成
の活動です。23年度で第29回となります。
ダンスとプレイ(劇作り)に分かれ、２泊３日みっちりひとつの作品を仕上げます。この３年
間はコロナ禍の影響で内容を変えておこなっていましたが、３年ぶりに23年度は従来の
活動に戻せると考えていましたが、地震により、加賀小松金沢地区の宿泊施設が全て被災
者のために使われることになり、富山県で実施することになりました。施設までの往復の時
間や、輪島や七尾の劇場の子どもたちのことを考慮して１泊２日でできることをすることに
変更しました。

アイリス合宿　4年生以上　 　セミナーハウスアイリス

協力して夕飯作り

1 月
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プレイ班４つの発表

小学生が意見を言いやすい雰囲気を作り、みんなで遊びをうみだしていきます。

遊びに使用する看板や、アイテム作り。
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17 第 24 回「子どもの権利条約具体化のための実践」助成事業報告書　加賀おやこ劇場

ダンスチーム。小４～高校３年生までがたくさん自主練習もして発表。

今年高校を
卒業した
子どもたちに
色紙をプレゼント

ダンスチーム・
講師の先生と　　
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　  アンケートより（小 4 から）

※みんなであそんだり、いっしょにねたり、いっぱい楽しい事があったのでよかったです。( 小４)

※初めて「いらずの森」に来て、最初、人数が思ったよりも多くて（仲良くできるかなぁ）って思っ
ていたけど、青年のみなさんや高校生のみなさんが企画してくださった遊びのおかげで、みん
なととっても仲良くなれました‼サマーキャンプも絶対に行きたいです‼ありがとうございま
した。( 小６)

※地震の影響で１泊２日に縮小されましたが、ダンスも復活し、いらず自体はコロナ禍の制限
なしで楽しむことができました。他の輪島の会員も連れていけたら良かったと思います。輪島
の復興にはまだまだかかると思いますが、劇場の活動に参加できるようになったら良いなと
思っています。（青年）

※１泊２日だったけれども３泊におとらないとても濃い内容だった。もっと活動を増やして、次
のいらずにも来たい。（高１）

※チームでゲームを考えたのが楽しかったし、ダンスを見たり、他のチームのゲームもできて、
とても楽しかったです。またやりたいと思いました。（小５）

※４年、５年、６年、中１、高 ２、高 3 でダンスをして、楽しかったです。色々なおやこげきじょ
うの人と仲よくなれてよかったです。( 小５)

※いらずには初参加だったけど、みんなでドッジボールをしたり、どんな遊びを作るか考えたり、
みんなで考えた遊びを遊んだりして、とても楽しかったです。ダンスをおどっていたグループ
があったけど、すごく細かくきれいな動きでダンスをおどったりしていてすごかったです。また
来たいです！( 小５)

※小学生・中学生が積極的に参加してくれてすごく嬉しかったです！来年も行けたらうれしいで
す。（高２）

※ダンスを早く覚えることができたし、本番もミスなしでできたので良かったです。側転も無事
成功できたので良かったです。達成感のある２日でした。( 中１)

いんふぉめーしょんno.180／2025.3.3.indd   18いんふぉめーしょんno.180／2025.3.3.indd   18 2025/03/03   15:142025/03/03   15:14



19 第 24 回「子どもの権利条約具体化のための実践」助成事業報告書　NPO 法人しんぐるぺあれんと F・福島

 　「こぶたのポッケ」について
2016 年６月、ひとり親家庭の子どもたちが楽しく過ごしながら学習支援や食事の提供、進路　の

悩みや友だち関係などの相談を聞いてもらったり、野外体験活動（農作業体験）を無料で利用でき
る場所として、ひとり親家庭の子どもの居場所「こぶたのポッケ」がオープンしました。子どもたちが
明るく心豊かに成長できるよう、おとなが寄り添いながら支援を行う場所となっています。「こぶたの
ポッケ」は、イギリスの昔話である「三匹のこぶた」にあやかり、子どもが自立できるように、みんな
で協力し合い、こつこつ努力して頑張って欲しいという思いと、努力することによって楽しいこと、幸
せなことが子どものポケット（ポッケ）にたくさん入ってきてほしいという思いから、この名前が付け
られました。

　 23 年度の活動について
１．こぶたのポッケの開催について

23 年４月から 24 年２月末まで計 26 回開催した。場所は市内の公民館や事務所などを利
用して実施した。

２．学習支援について
学習支援はオンラインなどを利用し、東洋大学の学生の方に協力をしてもらい実施した。
小学生から高校生まで幅広い年代の子どもたちが参加したが、一人ひとりの子どもたちに大

学生のボランティアの方々が丁寧に教えてくれたので、学習支援に参加した子どもからは、勉
強を教えてもらった事で試験の成績があがったという声や、学校の授業でわからない問題も丁
寧に教えてくれたので、自分で問題をとけることができたという声が多かった。

保護者の方からも、今までは子どもが自分から勉強にとりくむことがなかったが、オンライン
学習会に参加するようになってからは、言わなくても勉強にとりくむ事が多くなり、成績も少し
ずつあがってきたので、驚いているという感想もあった。

３．野外活動について
23 年度の野外活動は、夏・冬（各１回）計２回実施した。夏は残念ながら数人の大学生

との野外交流となったが、川での魚つかみ体験など、楽しい思い出をたくさん作ることができた。
冬の活動も数時間程度になってしまったが、体育館で大学生が考えてくれたゲームやボール

遊びなどを行い、子どもたちは体を動かして遊べたことをとても喜んでいた。

人権を語り合う中学生交流集会運営委員会＋

東洋大学社会学部社会福祉学科小野道子ゼミ

認定NPO法人国際子ども権利センター（シーライツ）
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第三者とふれあう経験が少ない子どもたちは、今回の経験を通して色々なことを学ん
だように感じた。

●夏の野外体験活動

●ウインターレスパイト　　室内遊び　

●オンライン学習支援　
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21 第 24 回「子どもの権利条約具体化のための実践」助成事業報告書　東洋大学社会学部社会福祉学科 3-4 年ゼミ

１　活動報告
2023 年 12 月 27 ー 28 日まで、福島県郡山市と福島市にて、福島県内のひとり親家庭の子ども

たちが東洋大学の学生たちと交流する活動を実施した。ひとり親家庭の親たちは普段から仕事と家
庭の両立に忙しい毎日を送っているため、休息（レスパイト）してもらうこと、子どもたちは、親や友
だちとは異なる「斜めの関係」を学生たちと築くことで、新たな視野を持ってもらうこと、学生たちは、
子どもたちとの交流の中で自分たちにできることを考え、深める機会をつくることを目的とした。

当日の 1 日めは、郡山市の青少年会館で、NPO 法人しんぐるぺあれんと F・福島との協力事業で
子どもたちと昼食をともにし、体育館で遊ぶ活動を行った。学生たちが考えたレクリエーション（整
列ゲーム、尻尾取り、ピンポン玉ゲームなど）を行い、ボール遊びやバドミントン、縄跳びなど自由
に遊ぶ時間も作った。これまでオンラインで学習支援を行ってきた子どもたちには、対面での学習支
援も行った。

当日の 2 日めは、福島市の吉井田学習センターで、NPO 法人ビーンズふくしまとの協力事業で、
ひとり親家庭の子どもたちなどとの活動を行った。開会式後は、子どもたちと学生がペアを組み、学
生が準備してきた謎解きを含む宝探しゲームを楽しんだ。レクリエーション終了後、おにぎりと調理
係の学生が作った豚汁をグループ毎に食べた。その後、子どもたちと一緒にパフェ作りをした。昼食
後は、スライム作りやプラバン作り、ボール遊びなど、ペアの子どもの希望に合わせて自由に遊んだ。
2 日めの活動は短い時間ではあったが、遊びや食事を通して子どもたちと楽しみながら交流すること
ができた。参加した子どもたちからは、「初めて会った友だちとも仲良くなれた」、「大学生はみんな優
しかった」、「お昼ご飯とパフェが美味しかった」などの感想が聞かれた。同行した保護者の方々も、
参加団体の代表者の方や教員との雑談などでリラックスした時間を過ごされている様子であった。保
護者からは「とても楽しい時間を過ごす事が出来ました。学生たちの雰囲気作りが上手く、子どもた
ちもすぐに馴染む事が出来ました。有難うございました。これからのご活躍を楽しみにしております」
と感想をいただいた。

今回の活動は、東洋大学 3 ー 4 年生のゼミ（3 年生 18 人、4 年生 19 人）の授業内の活動と
して実施された。ゼミの学生たちは、福島レスパイトの活動リーダー（リーダーの 4 年生と副リーダー
の 3 年生など）を中心に、4 月から 1 年かけて企画を進めてきた。東洋大学内の「地域活性化支援
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事業」としても採択され、1 泊 2 日の福島県訪問にかかるバス代や宿泊費などの学内補助もいた
だいた。学生たちが学内や学外の協力団体と調整を行いながら、主体的にプログラムの企画と運
営を行った。リーダーとなったゼミの 3 ー 4 年生は、他の学生たちをリードするという得難い経験
も得ることができた。参加者アンケートをまとめたり、現地での活動中や東京に戻ってからも学生
同士で振り返りを行うなど、来年度以降も継続していく予定のプログラムであるため、反省点や改
善点などの話し合いも丁寧に行った。

※東洋大学の HP に活動の様子が掲載されました。
下記の QR コードから、あわせてご覧頂ければと存じます。
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【2024 年 10 月】
■「子どもの人身取引と武力紛争」に関
する国連機関の報告書が発表される。

　子どもと武力紛争に関する国連事務
総長特別代表事務所が、人（とくに女
性および子ども）の取引に関する特別
報告者と緊密に連携しながらとりまと
め、10 月 3 日に発表したもの。ミャン
マー、シリア、ウクライナなど 7 か国・
地域の事例を踏まえ、武力紛争におけ
る子どもへの重大な人権侵害と子ども
の人身取引との結びつきを検証してい
る。（2 月 12 日投稿）

■世界教員デーにあたってユネスコ（国
連教育科学文化機関）が教員の声の重要
性に関する勧告を発表。

　「教員の声を大切に：教育のための
新しい社会契約に向けて」をテーマと
して開催された今年の世界教員（教
師）デー（10 月 5 日）にあたってユ
ネスコ（国連教育科学文化機関）が発
表した、同テーマに関するバックグラ
ウンドペーパーに掲げられたもの。▽
政府・政策立案者・雇用者、▽学校指
導者、▽教員組合、▽市民社会、▽学
術・調査研究コミュニティをそれぞれ
対象として、さまざまな勧告が行なわ
れている。政府・政策立案者・雇用者
に対しては、「カリキュラム、教授法、

評価手法をめぐる決定または教員が貴
重な知見を提供し得るその他の決定を
行なう際に、教員のインプットを求め
る」こと、「教育目標の範囲内の知識、
コンピテンスおよび責任の基盤とする
教員の行為主体性（agency）および
自律を醸成し、かつ学校当局、コミュ
ニティ、学習者および教員間の信頼お
よび尊重の雰囲気を醸成する、ホリス
ティックかつ包括的な教員政策を策定
する」ことなども促された。（11 月 12
日投稿）

■アイルランド子どもオンブズマン事務
所（OCO）、下院選挙を前に議会議員に
提言書を提出。

　2024 年 11 月末に実施された下院（日
本の衆議院に相当）選挙を前にした 10
月 9 日、OCO がこれまでに行なってき
た要望や勧告をあらためてまとめて提
出したもの。最初に「優先的勧告事項」
を掲載したうえで、さらに具体的な提
言を行なっている。優先的勧告事項に
挙げられているのは、（a）国連・子ど
もの権利条約を国内法に編入すること
を含め、政府全体でいっそうの子ども
中心アプローチをとること、（b）予算
策定に子どもの権利基盤アプローチを
統合すること、（c）学校プログラムに

筆者が日々Facebook および note にアップしている投稿のなかから、子どもの権利をめ
ぐる国際的動向についての主なニュースを紹介していきます（一部、日本国内の動きにつ
いても取り上げます）。各項目の末尾に関連の投稿の日付を掲載していますので、詳しい
情報は各投稿をご参照ください。（投稿日の「1 月」「2 月」は 2025 年です）。筆者の
Facebook アカウント名は Yuji Hirano（yujihirano.arc）、note のアドレスは https://
note.com/childrights です。
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25 document ／子どもの権利をめぐる国際動向【2024.10 ～ 2024.12】

おける精神保健セラピーを発展させる
こと、（d）子どもたちの関与を得なが
ら「教育の未来に関する市民会議」を
開催すること、（e）危険な状況にある
ティーンエイジャーに具体的に焦点を
当てた取り組みを進めることなどの 10
項目。教育との関連では、▽「すべて
の子どもの固有の尊厳を尊重し、かつ
学校生活における子どもの自由な意見
表明および参加を可能とするようなや
り方で教育を提供することへのコミッ
トメント」を表明すること、▽学校に
おける意思決定への意味のある子ども
参加を確保する「2019 年生徒・親憲
章法案」を強化し、その審理を促進す
ること、▽乳幼児保育・学童保育を対
象とする独立した苦情申立て機構を設
置する（または既存の苦情申立て機構
の権限を拡大する）ことなども求めて
いる。（1 月 21 日投稿）

■WHO（世界保健機関）のユース評議会、
「健康的な社会の創造に関するユース宣
言」を採択。

　健康問題およびそれ以外の問題に取
り組む若者団体・運動の代表者から構
成される WHO ユース評議会（2023 年
設置）が、10 月 14 日にベルリン（ド
イツ）で発表したもの。次の 3 分野に
わたって 10 項目の行動を勧告してい
る。
(a) 健康教育と健康リテラシーの促進：
教育とテクノロジーにおけるアクセ
ス・公平・包摂／健康・気候変動・デ
ジタルリテラシーを含む包括的カリ
キュラム／良質で適応性のある教育／
若者の関与とリーダーシップ
(b) アクセシブルで持続可能な保健ケ
アの確保：インクルーシブかつアクセ
シブルで、予防に焦点を当てる保健ケ
ア／若者への投資／健康的な環境のた
めのブレイブスペース（勇気を持って

一歩踏み出す空間）
(c) 若者のリーダーシップの変革と拡
大：若者の包摂／若者の経験の評価／
若者団体への支援の拡大

（1 月 11 日投稿）

■インターネットホットライン国際連盟
（INHOPE）が CSAM（子どもの性的虐待
表現物）の規制状況の調査結果を発表。

　INHOPE は 49 か国のインターネット
ホットライン（違法コンテンツなどの
通報先）が加盟する国際的ネットワー
ク団体で、とくにネット上の CSAM（「児
童ポルノ」など）の根絶を目指して活
動している。同団体が 10 月 16 日に
発表した、61 か国の CSAM 規制法に
ついて概観した報告書によれば、デジ
タル技術で生成された CSAM は多くの
国で規制されるようになっているもの
の、さまざまなタイプの CSAM の規制
状況には依然として相当の違いがある
ことが判明。（2 月 9 日投稿）

■国連人権機関、最低婚姻年齢の引き下
げを可能にするイラクの法案を非難。

　女子の婚姻適齢を 18 歳から 9 歳に
引き下げることなどを内容とするイラ
クの民事地位法改正案について、国連
の女性差別撤廃委員会・子どもの権利
委員会・女性と女児に対する差別に関
する作業部会が共同声明を発表（10 月
17 日）。このような改正案は国際人権
法、とくに女性差別撤廃条約 16 条 2
項（児童婚の禁止等）および子どもの
権利条約と両立しないとして、「断固
として非難」した。同改正案は 2025
年 1 月 21 日に可決されたものの、投
票プロセスをめぐって最高裁から施行
差止めが命じられている。（2 月 10 日
投稿）
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■イングランド（英国）の子どもコミッ
ショナー、子どもの体罰の全面禁止を呼
びかけ。

　10 歳の少女サラ・シャリーフが父
親や親族から激しい暴力を受けて殺害
された事件の公判が始まったことを受
けて、イングランド子どもコミッショ
ナーが 10 月 21 日に声明を発表し、ス
コットランドやウェールズにならって
イングランドでも子どもの体罰を全面
的に禁止すること（現行法で認められ
ている「合理的懲戒」の抗弁を廃止す
ること）を求めた。加害者のひとりで
ある実父は、事件直後に 999 番（警察・
救急・消防共通番号）に電話した際、

「法律にしたがって娘を処罰したら死
んでしまった」「こらしめるために罰
を与えた」などと語っていたという。
英国教育省の広報担当者も、BBC の取
材に対し、「この分野でもっとできる
ことがあるかどうか考慮するなかで、
ウェールズとスコットランドで行なわ
れた法改正についてもよく検討する」
とコメントしている。（10 月 24 日投稿）

■欧州評議会、「若者と気候変動」に関
する加盟国への勧告を採択。

　欧州評議会の閣僚委員会が 10 月 23
日に採択した。「若者と気候変動」に
特化したものとしては初めての国際文
書とされ、▼若者が諸権利にアクセス
することの確保、▼若者参加の強化、
▼グリーンジョブ、教育およびグリー
ンスキルへの投資、▼ユースワーカー
に対するその状況に応じた支援への投
資、▼保健ケアおよび焦点化された若
者向けサービスへのアクセスの確保

（「気候不安」に関する調査研究・意識
啓発・支援サービスも含む）、▼情報
へのアクセスおよび情報を知らされる
権利、▼差別への対処および世代間衡

■欧州諸国の子どもオンブズパーソンの
若者アドバイザーらが「代替的養護下に
ある子どもの権利の保護および促進」の
勧告を発表。

　ENOC（ 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン
欧州ネットワーク）が設置している
ENYA（若者アドバイザー欧州ネット
ワーク）が若者の立場からとりまとめ
たもので、『若者の声で語ろう、「代替
的養護下にある子どもの権利の保護お
よび促進」について語ろう！』とい
う表題のもと、10 月 17 日に発表され
た。11 分野にわたって 40 項目の勧告
が行なわれているが、若者たち自身の
投票によって選ばれた上位 10 項目は、
▽代替的養護を受けている子どもの生
活条件をモニタリングすること、▽措
置にあたって子どもの現住地または文
化からできるだけ引き離さないように
すること、▽代替的養護に関する決定
プロセスを改善すること、▽ 1 人ひと
りの子どもに対して個別化されたアプ
ローチをとること、▽実親には無償の
心理社会的支援を提供すること、▽ケ
アを離れる若者に対し、アフターケア
および住宅・就労・就学などに関する
自立支援計画が定められるようにする
こと、▽関係するすべての大人を対象
として継続的研修を実施すること、▽
当事者の子ども・若者による参加型の
評議会を創設すること、▽意見を聴か
れ、尊重され、信用される子どもの権
利を保障すること、▽平等に扱われ、
愛され、大切にされる権利を保障する
ことなど。なお ENOC 自身も、若者た
ちの声も反映させながら、9 月 10 日に
このテーマについての「立場声明」を
採択している。（12 月 25 日投稿）
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平の確保の各分野で加盟国がとるべき
措置を列挙している。気候関連の政策
決定に関して長期的視野を持つことを
奨励するため、「将来世代コミッショ
ナー」のような専門機関の設置の検討
も提案。若者参加との関連では、「気
候危機およびその影響の複雑さに鑑
み、若者の関与は、若者政策だけに限
定されるのではなく、あらゆる関連の
セクターに統合されるべきである」点
に注意を促したほか、「とくに乳幼児
期から高等・成人教育に至るまでの学
校における気候関連カリキュラムを通
じて、若者・子どもの間で環境意識お
よび環境に対するコミットメントの文
化を涵養する」ことも求めている。（10
月 25 日投稿）

■国連・社会権規約委員会、社会権と「持
続可能な開発の環境側面」に関する一般
的意見草案を公開して意見募集を開始。

　「持続可能な開発と経済的・社会的・
文化的権利」に関する一般的意見の作
成に取り組んできた国連・社会権規約
委員会（経済的、社会的および文化的
権利に関する委員会）が、テーマを「経
済的、社会的および文化的権利と持続
可能な開発の環境側面」に絞った一般
的意見の草案を 10 月 23 日ごろ公開し、
意見募集を開始。「家族の保護」（規約
10 条）との関連で子どもにとくに言及
しているほか、「教育に対する権利」（規
約 13 条・14 条）や「将来世代」につ
いても取り上げている。正式な採択が
いつになるかは未定。（11 月 14 日投稿）

■国連・女性差別撤廃委員会、日本に対
して教育における男女差別解消のための
さらなる取り組みを勧告。

　女性差別撤廃条約の実施状況に関す
る日本の第 9 回定期報告書を 10 月 17
日に審査した国連・女性差別撤廃委員

会が、10 月 29 日、日本に対する勧告（総
括所見）を公開。子どもに関わりの深
い分野では、▼ジェンダーステレオタ
イプを解消するための包括的戦略の採
択・実施、▼教育における男女差別の
解消のための措置、▼子どもの監護や
面会交流権に関する決定においてジェ
ンダーに基づく暴力が十分に考慮され
るようにするための関係職員の能力開
発、▼シングルマザーへの支援措置、
▼同性婚および女性カップルによる子
どもの養子縁組の承認などが勧告され
た。教育との関連では次のような措置
が促されている（要旨）。
(a) トップランクの大学への女性のアク
セスと、伝統的に女性が少ない進路選
択・キャリアパス（STEM〔科学・技術・
工学・数学〕や ICT〔情報通信技術〕など）
の促進。
(b) 教育機関の上級管理職および意思
決定を行なう地位における女性の代表
性を高めること／学術研究機関におけ
る女性のキャリア向上を促進すること
／正規教員として雇用される女性の人
数を増やすことを目的とする措置（暫
定的な特別措置を含む）。
(c) 年齢にふさわしい包括的セクシュア
リティ教育（若年妊娠および性感染症
を防止するための責任ある性行動に関
する教育を含む）の学校カリキュラム
への統合と、その内容等に対する政治
家・公務員の干渉の防止。
(d)「慰安婦」を含む女性が生きた歴史
的経験が教科書に十分に反映されるよ
うにすること。
(e) ジェンダーに配慮した教員の労働条
件を確保するための措置の強化。
(f) すべての学校種を通じて教育アプ
ローチを標準化する包括的改革／ジェ
ンダー包摂的なカリキュラムおよび
キャリア指導の促進。

（10 月 17 日・10 月 29 日投稿）
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（10 月末に成立した「2024 年母性保護、
雇用平等および特定記録保全法」の第
3 部）が施行された。「人々のアイデン
ティティに関する、そしてその人生経
験を形作った施設制度に関する理解を
支える記録が保全され、将来これらの
記録にアクセスすることができなくな
らないようにする」（施行に際しての
担当大臣のコメント）ためのもの。た
だし、自分自身および自分の施設経験
に関連する記録を保持しているサバイ
バーやその家族には適用されない。（2
月 9 日投稿）

■ユネスコ、「教育における／教育を通
じた暴力の根絶」に関する報告書を発表。

　「ネットいじめを含む学校での暴力
といじめに反対する国際デー」の前日
にあたる 11 月 6 日、ユネスコが報告
書『安全に学び、豊かに成長する：教
育における／教育を通じた暴力の根
絶』を発表。「学校暴力」と、より幅
広い概念である「教育における暴力」
について分析・分類したうえで、教育
が持つ「変革の力」を活用しながらホ
リスティック（総合的・包括的）なア
プローチで問題に取り組んでいく必要
性を強調している。こうしたアプロー
チの要素として挙げられているのは、

（a）カリキュラム・授業・学習、（b）
学校環境、（c）報告／通報と対応、（d）
教育政策・教育法・教育制度、（e）パー
トナーシップと動員、（f）データおよ
びエビデンスの 6 つ。さらに、以下の「横
断的原則」も提示している。

・学習者中心で、「害を及ぼさない」ア
プローチをとること

・トラウマが存在する可能性およびそ
の影響に十分に配慮すること（Trauma-
informed）

・年齢および発達にふさわしいこと
・ジェンダー変容的で、交差性（イン

■チャイルドヘルプライン・インターナ
ショナルが子ども・若者のメンタルヘル
スに関する報告書を発表。

　欧州全域で活動する 30 のヘルプラ
インに 2019 年から 2022 年にかけて寄
せられたメンタルヘルス関連の相談を
分析したもの（10 月 29 日発表）。▽
抑うつ、孤独感、悲嘆のような気分障
害がもっとも一般的な問題で、これに
続いて不安や恐れに関連する問題も広
がっていること、▽希死念慮や自殺
未遂は 3 番目に一般的な問題であり、
全相談件数の 16.7％（2020 年）から
18.5％（2022 年）へと増加している
こと、▽自傷行為およびアイデンティ
ティや摂食障害についての悩みが相当
に増加していること、▽依存症は男子
の間ではるかに広がっている一方、メ
ンタルヘルス関連の問題でチャイルド
ヘルプラインに相談してくるのは女子
が男子の 3 倍にのぼることなどの傾
向を明らかにした。そのうえで、今後
とるべき対応として、チャイルドヘル
プラインへの支援を強化することのほ
か、▽メンタルヘルス教育の拡大、▽
国家的なメンタルヘルス行動計画の強
化、▽脆弱な状況に置かれている集団

（難民、LGBTQ ＋の若者、村落部また
はサービスの行き届いていない地域の
子どもを含む）などの必要性を指摘。

（11 月 2 日投稿）

【2024 年 11 月】
■アイルランドで施設養護関連の記録の
破棄などを禁止する法律が施行される。

　現在「入所施設虐待サバイバー支援
法案」が議会で審議されているアイル
ランドで、11 月 5 日、カトリック系の
施設を含む養護施設、寄宿学校、養子
縁組あっせん機関などによる関連の記
録の破棄・毀損などを犯罪とする法律
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ターセクショナリティ）に配慮するこ
と

・意味のある形で参加型であること
・背景状況に応じた対応をとること

（12 月 29 日投稿）

■第 1回「子どもに対する暴力の根絶に
関するグローバル閣僚級会議が開催され
る。

　スウェーデン政府やユニセフ（国連
児童基金）・WHO（世界保健機関）な
どの支援を得て、コロンビア政府が 11
月 7 日から 8 日にかけて首都ボゴタで
開催したもの。ハイレベル政府代表団、
子ども・若者、サバイバー、市民社会
関係者など 1,000 人以上が参加した（日
本からは、こども家庭庁長官官房審議
官が出席）。会議に際して 100 か国以
上の政府が「誓約」を発表し、うち 5
か国が体罰全面禁止法の制定を追求す
ると表明した（日本政府による「誓約」
はなし）。また、会議にあたって発表
された「子どもの保護制度の強化：行
動のための枠組み」では、（a）政策・
立法、（b）ガバナンスおよび調整、（c）
切れ目のないサービス（暴力防止のた
めに家族、コミュニティおよび学校の
エンパワーメントを図ることを含む）、

（d）子どもおよびコミュニティの参加、
（e）人的資源および財源、（f）データ

およびエビデンスの 6 分野にわたり、
今後とるべき行動が呼びかけられてい
る。（11 月 9 日・11 月 18 日投稿）

■欧州評議会の委員会、「新興テクノロ
ジーによって容易にされる性的搾取およ
び性的虐待からの子どもの保護に関する
宣言」を採択。

　欧州評議会・ランサローテ条約（性
的搾取および性的虐待からの子どもの
保護に関する条約）の履行状況を監督
するために設けられているランサロー

テ委員会が 11 月 7 日に採択したもの。
とくに「人工的に生成・修正（たとえ
ばディープフェイク）された子どもの
性的虐待表現物により、それが子ども
を勧誘（グルーミング）し、威迫しか
つ強要して性的活動（ライブの子ども
の性的虐待表現物の製造を含む）に参
加させまたはこれを目撃させるために
利用される場合も含めて引き起こされ
る特有の危害」を強調する一方、「こ
れらのテクノロジーが、性的虐待を防
止しかつ性的虐待から子ども保護する
ための努力を増進させ、かつこれら
の犯罪の捜査および訴追を容易にする
ための手段および機会を提供する可能
性もあること」も認知して、13 項目
の勧告を行なっている。その一環とし
て、▽「実際には存在しない子どもの
擬似描写または写実的画像のみによっ
て構成されるポルノ的表現物の製造お
よび所持」に関わる留保の撤回の検討、
▽「犯罪を行なう可能性がある者を対
象とする予防的介入および子ども同士
の有害な性的行動に対処するための予
防的介入を含む、予防のための取り組
みを増進させること」、▽「子どもを
対象として、親と協力しながら、発達
の一環としての子どもによるテクノロ
ジーの利用に関する教育・訓練および
子どもが示す有害な性的行動に関する
理解を向上させるための教育・訓練を
提供すること」なども要請。（11 月 15
日投稿）

■ニュージーランド首相、代替的養護下
で人権侵害を受けた人々に謝罪。

　1950 年 か ら 2019 年 に か け て 行 な
われた養護下における虐待（Abuse in 
Care）に関する王立調査委員会の最終
報告書（7 月 24 日議会提出）で明るみ
になった多数の人権侵害を踏まえたも
の。調査結果によれば、子ども・若者・
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成人 65 万 5,000 人（推定値）のうち
20 万人が虐待され、それ以上の人数が
ネグレクトされていたと推定される。
11 月 12 日に議会で行なった 16 分強
の演説で、クリストファー・ラクソン
首相はこれらの被害を受けた人々に対
して「公式かつ無条件の」謝罪を議会
で表明するとともに、王立調査委員会
の勧告にしたがい、（a）これまでの虐
待を認知すること、（b）サバイバーを
支援すること、（c）将来における虐待
の再発を防止することの 3 領域に焦点
を当てて取り組みを進めていく意思を
表明した。（2 月 5 日投稿）

■子どもたちが G20 リオデジャネイロ・
サミットに参加する各国首脳に宛てた書
簡を発表。

　リオデジャネイロ（ブラジル）で 11
月 18 ～ 19 日に開催された G20 サミッ
トに先立ち、議長国ブラジルの主導で
開催された「G20 社会サミット」（11
月 14 ～ 16 日）に、ブラジルの若者 3
人（うち 2 人はティーンエイジャー）
が正式に参加。国際 NGO（プラン・イ
ンターナショナル／セーブ・ザ・チル
ドレン）が世界 60 か国の子どもたち 5
万人を対象に実施したグローバル協議
の結果も踏まえて G20 首脳への要求を
書簡にまとめ、11 月 14 日に開催され
たハイレベルイベントでブラジルと南
アフリカ（次回議長国）の政府関係者
に手交した。子どもたちの要求内容は、

（1）いますぐ気候行動を、（2）飢餓お
よび貧困との闘い、（3）効果的な政治
参加、（4）経済的公平と公正な投資、（5）
ジェンダー平等と人種正義の 5 項目。（1
月 8 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、イスラエル
議会によるUNRWA活動禁止法の可決を非
難。

　パレスチナ被占領地域およびイスラエ
ル国内での UNRWA（国連パレスチナ難
民救済事業機関）の活動を禁止する法案
をイスラエル議会（クネセット）が 10
月末に可決したことについて、国連・子
どもの権利委員会がこれを「もっとも強
い言葉で非難する」声明を発表（11 月
14 日付）。「この禁止法が実施されれば、
いまや 1 年以上もイスラエルの絶え間
ない軍事攻撃を生き延びてきた子どもた
ちと家族に、破滅的な人道上の影響を及
ぼすことになろう」と憂慮し、この法律
が実行に移されれば「イスラエルが子ど
もの権利条約ならびに他の国際人権法お
よび国際人道法に基づいて引き受けてい
る義務の重大な違反と見なすことになろ
う」と警告した。（11 月 16 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会の委員長が「世
界子どもの日」（11 月 20 日）のメッセー
ジを発表。

　 ア ン・ ス ケ ル ト ン 委 員 長 が X（ 旧
Twitter）へのビデオメッセージの形で発
表したもの。「戦争が子どもたちに及ぼ
す影響が、近年の歴史では目撃されたこ
とのない、前例のない危機に達したとい
う深い懸念」を表明する一方、

「世界中の子どもたちが苦しんでいるな
か、私たちは、忘れません。私たちは、
目をそらしません。私たちは、子どもの
権利に対する押し戻しを受け入れず、す
べての場所の、すべての子どもたちの権
利を擁護し続けます」
　という決意を再確認し、「子どもたち
が、よりよい未来に向けた楽観主義と大
望を通じて、私たちをもっと平和な世界
に導いてくれるという希望」を表明した。

（11 月 21 日投稿）
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■ 2024 年版「ジュネーブ子どもの権利
宣言」が発表される。

　国際連盟・ジュネーブ子どもの権利
宣言の採択（1924 年 9 月 26 日）から
ちょうど 100 年の節目を記念し、ジュ
ネーブ市（スイス）などが発表したも
の。国連・子どもの権利委員会のフィ
リップ・D・ジャフェ委員（ジュネー
ブ大学名誉教授）のリーダーシップ
のもと、ジュネーブ市と、テールデ
ゾム（Terre des hommes）やセーブ・
ザ・チルドレンなどの国際 NGO が協
力しながら作成に取り組んできた。国
連・子どもの権利委員会の歴代委員長
をはじめとする多数の個人・団体も賛
同。国連・子どもの権利条約およびそ
の選択議定書に掲げられた「すべての
子どもの諸権利を差別なく尊重し、保
護しかつ充足することへのコミットメ
ント」を再確認するとともに、次の 10
項目の優先的課題に取り組んでいく決
意を表明している。
1. 子どもたちが、尊厳およびウェル
ビーイングが守られる条件下で、貧困
に陥ることなく、かつ到達可能な最高
水準の健康を享受しながら生活できる
こと。
2. 子どもたちが、もはや武力紛争の影
響を受けることのないコミュニティで
育っていけること。
3. 子どもたちが、自己に影響を与える
すべての決定において意見を聴かれか
つ重視されることにより、自らが暮ら
しているコミュニティの形成に参加す
る基本的権利を承認されること。
4. 子どもたちが、その生存、発達およ
びすべての権利の享受に資する、安全、
清浄、健康的かつ持続可能な環境のも
とで豊かに成長できること。
5. 子どもたちが、急速に変化するデジ
タル環境において、自己の行為主体性

を保全でき、かつ安全な利用のための
デジタルリテラシーを備えることので
きる環境下で、安全でエンパワーメン
トにつながる経験から利益を得られる
こと。
6. 子どもたちが、家庭を含むすべての
場面で、あらゆる形態の（身体的、心
理的および性的な）暴力から保護され
ること。
7. 現在および将来のすべての生物工学

（バイオテクノロジー）の発展におい
て、子どもたちの最善の利益が尊重さ
れること。
8. 子どもたちが、自己の権利が侵害さ
れた際、子どもにやさしい司法制度お
よび相応の救済措置にアクセスできる
こと。
9. 子どもたちに対し、いかなる差別も
なく、無償かつ包摂的な乳幼児期教育、
初等教育、中等教育および職業教育を
提供されること。
10. 子どもたちが、すべての人が望み
得る、子ども時代の肯定的なかけがえ
のなさを経験できること。

（11 月 20 日投稿）

■ OECD（経済協力開発機構）、「若者政
策ツールキット」を発表。

　2022 年 6 月に採択された「若者の
ためのよりよい機会の創出に関する勧
告」の実施を援助すべく、具体的にと
るべき措置を 5 つの柱に沿って掲げる
とともに、OECD 加盟国の好実践例を
紹介したもの（11 月 26 日発表）。5 つ
の柱とは、（1）スキルおよびコンピテ
ンシー、（2）労働市場における若者支
援、（3）社会的包摂と若者のウェル
ビーイング、（4）政府・公的機関に対
する若者の信頼、（5）年齢差別に対処
する行政的・技術的能力。たとえば（3）
では、「脆弱なおよび不利な状況に置
かれた若者へのアウトリーチの強化お
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よび支援」についての勧告に関わって、
日本の九州大学病院が実施したひきこ
もり家族支援プログラムが紹介されて
いる。（2 月 5 日投稿）

■セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
（SCJ）、子どもの貧困と子どもの権利意
識に関する大規模調査の結果を発表。

　国内 3 万人を対象として 7 月下旬に
実施された調査（11 月 28 日発表）で、
2019 年以来 5 年ぶりのもの。こども
基本法の施行（2023 年 4 月 1 日）か
ら 1 年半近く経つにもかかわらず、▽
子どもの権利条約について「聞いたこ
とがない」割合が 2019 年に比べて増
えたこと（42.9％→ 47.5％）、▽子ど
もの権利について「考えたことがない」
大人の割合も 2019 年に比べて増加し
たこと（13.3％→ 19.8％）などの実態
が明らかになった。子どもの意見表明
権に関する認識にも、子どもと大人の
間で齟齬がある（子どもは、自由に意
見を表す権利が大切でかつ守られてい
ないと思っている割合が多いが、大人
はその割合が少ない）。「国やこども家
庭庁において、子どもの権利について
の普及啓発が十分ではないこと」（SCJ
のリリースより）の表れである。（11
月 30 日投稿）

■オーストラリア、16 歳未満の子ども
の SNS 利用禁止法案を可決。

　連邦政府が 11 月 21 日に議会に提出
した「オンライン安全（ソーシャルメ
ディア最低年齢）法案」で、2021 年
オンライン安全法を改正し、16 歳未満
の子どもによるアクセスを防止するた
めの合理的措置をとるようソーシャル
メディアプラットフォームに対して求
めるもの。違反した企業には多額の罰
金が科されることになる。研究者や団
体からは、子どもの権利を広範に制限

するものであり、有効性にも疑問符が
つくなどの批判が出されていた。オー
ストラリア国家人権委員会も「重大な
留保」を表明し、拙速な審議をしない
よう議会に対して求めていたものの、
十分な審議時間も確保されず、子ども・
若者の意見を組織的に聴く機会も設け
られないまま、11 月 29 日に可決され
た。連邦議会・ソーシャルメディアと
オーストラリア社会に関する合同特別
委員会が 11 月中旬に提出した報告書
でもこのような措置は勧告されていな
かったにもかかわらず法案が可決され
たことにも、疑問の声が出されている。

（11 月 19 日・11 月 24 日・12 月 19 日
投稿）

【2024 年 12 月】
■アイルランド政府、乳幼児の意見表明・
参加に関するツールキットを発表。

　同国の子ども・平等・障害・統合・
若 者 省（DCEDIY） が 12 月 2 日 に 発
表した『意思決定への参加に生まれて
から 5 歳までの子どもを包摂するた
めのツールキット』で、「意思決定へ
の子ども・若者参加に関する国家枠組
み」（2021 年）などを踏まえ、同省内
に設けられた子ども・若者参加支援機
関「ハブナノーグ」が刊行したもの。
専門家や実務家に対し、「子どもの権
利基盤アプローチ」を活用しながら意
思決定に幼い子どもたちの関与を得る
よう求めたうえで、主要な指針と実践
のヒントをまとめている。主要な指針
に掲げられているのは、▽意思決定へ
の子ども参加を、日常的な業務・実践
活動におけるアプローチまたは仕事の
やり方に位置づけるべきこと、▽すべ
ての子どもがそれぞれ異なる存在であ
ることを認識すること、▽子どもたち
がスキルと能力を発達させられるよう
に支援すること、▽ゆったりとした関
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係 的 ア プ ロ ー チ（slow and relational 
approaches）を活用すること、▽子ど
もが選択・決定をしたり心変わりをし
たりできるようにすることなどの 7 項
目。実践のヒントとしては、▽（子ど
も参加を）あなたが行なうあらゆるこ
との一部にする、▽時間をかける、▽
子どもたちに（参加するかしないかの）
選択肢を与える、▽子どもたちの、枠
にはまらない自由な考えを追求する―
―など 15 項目が挙げられている。「乳
幼児期の学び・ケアサービスでの決定
における子どもたちの声」をはじめと
する 6 分野について 17 の実践例も挙
げられている。（12 月 13 日投稿）

■国際NGOと研究機関が「テクノロジー
によって容易にされる子どもの性的搾
取・虐待（CSEA）への対処に関する指導
原則」を発表。

　子どもの権利が尊重されるデジタル
環境のために活動している国際 NGO 
5Rights と LSE（ロンドン・スクール・
オブ・エコノミクス）が共同で設置し
ている「子どもたちのためのデジタル
未来」センターがまとめ、12 月 4 日に
発表したもの。CSEA の現状を分析し、
議論を整理したうえで、問題に対処し
ていく際の指導原則として、（a）子ど
もたちの声には重みがある、（b）言葉
は重要である、（c）文脈に注意する、（d）
子どもたちを非難しない、（e）将来に
おいても有効な政策、（f）子どもの権
利アプローチを取り入れる――の 6 つ
を提示した。（f）との関連では、CSEA
に対処するための介入策および政策は

「ホリスティックな子どもの権利アプ
ローチに基づいたものであるべきであ
る」と述べ、「このようなアプローチは、
プライバシー、表現の自由、デジタル
世界への参加および自己の生活に影響
を及ぼす意思決定プロセスへの参加を

含む、子どものすべての権利を包含す
るものでなければならない」と強調し
ている。（2 月 11 日投稿）

■フィリピンで「基礎教育メンタルヘル
スおよびウェルビーイング促進法」が成
立。

　この法律（共和国法第 12080 号）は、
基礎教育機関で学習者（児童生徒）お
よび教職員のメンタルヘルスとウェル
ビーイングを促進しようとするもの。
12 月 9 日に大統領の署名を得て成立
した。（a）既存の関連プログラムの実
施を強化すること、（b）すべての基礎
教育機関に「ケアセンター」を設置す
ること、（c）すべての学校区事務所に
メンタルヘルス・ウェルビーイング局
を設置すること、（d）学習者のメンタ
ルヘルスおよびウェルビーイングの促
進・確保を任務とする有能な職員を雇
用・配置することなどの方策を打ち出
している。（2 月 13 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、子どもに
対する暴力に関する国連事務総長特別代
表と連名で世界人権デー（12 月 10 日）
の声明を発表。

　「子どもに対する暴力を終わらせる
ための世界的闘いにおけるきわめて重
要な年」と題する声明で、現在のペー
スでは 2030 年までに子どもに対する
暴力を解消するという「持続可能な開
発のためのアジェンダ」の目標を達成
できないという危機感を表明しつつ、
今年は（コロンビアのボゴタで第 1 回

「子どもに対する暴力の根絶に関する
グローバル閣僚級会議」が開催された
ことに象徴されるように）子どもたち
を暴力から守るための努力における重
要な画期だったと振り返り、さらなる
行動を呼びかけるもの。
同日、ユニセフ（国連児童基金）のキャ
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サリン・ラッセル事務局長と国連・子
どもの権利委員会のアン・スケルトン
委員長も共同で動画メッセージを発表
し、多くの子どもたちがいまなお権利
侵害に苦しんでおり、それどころか子
どもの権利への「押し返し」が世界的
広がりつつあることに憂慮の念を表明
したうえで、「あらゆる場所の、あら
ゆる状況にあるすべての子どもたち
に、すべての範囲の権利――市民的・
政治的・社会的・経済的・文化的権利
――を、いかなる種類の差別もなく享
受する資格があるのです」などと強調
した。（12 月 11 日投稿）

■英国政府、「子どものウェルビーイン
グと学校法案」を議会に提出。

　「いかなる子どもも諸サービス間に
ある隙間から落ちないようにするこ
と、また家族が必要なときに助けを得
られるようにすること」を確保すると
ともに、「すべての子どもが、自分の
地域にあるよい学校ですばらしい教育
を得られるようにするために必要な改
革を行なう」ことを目的として、12 月
17 日に提出されたもの。▽基本的に地
方当局の統制が及ばなかった一部の学
校種の給与・雇用条件・カリキュラム
などを一般の公立学校と同一にし、▽
2011 年以降地方当局には認められてい
なかった新規の学校の開設をふたたび
行なえるようにするなど、地域の学校
運営に関する地方当局の機能を強化す
ることが主眼のひとつとされている。
同時に、すべての子どもが安全な環境
で適切な教育を受けることを確認・確
保するため、ホームエデュケーション
の監督を強化する措置も盛りこんだ。
具体的には、▽すべての子どもに固有
の識別番号を割り振り、子どもの安全
確保・福祉に責任を負う者がデータの
突合せを通じて支援の必要な子どもを

特定しやすくすること、▽学校に行っ
ていない子どもの登録簿を各地域で作
成すること、▽子どもが虐待・ネグレ
クト等の可能性を理由に保護調査・保
護計画の対象とされている場合、子ど
もを家庭で教育する親の自動的権利を
解除すること、▽子どもを学校教育か
らホームエデュケーションに移行させ
る旨の申し出が親からあった場合、学
校は地方当局に照会すること、▽子ど
もの家庭環境が不安定であるまたは安
全でないと評価される場合に通学を求
める権限を地方当局に付与することな
どが提案されている。（2 月 6 日投稿）

■国連サイバー犯罪条約が国連総会で採
択される。

　8 月に各国間で合意が成立していた
国産サイバー犯罪条約（情報通信技術
システムを利用して行なわれる特定の
犯罪と闘い、かつ電子的形態の重大犯
罪の証拠を共有するための国際協力を
強化する国際連合サイバー犯罪条約）
が、12 月 24 日、国連総会で採択され
た。2025 年にハノイ（ベトナム）で
署名式典が行なわれ、2026 年 12 月 31
日までニューヨークの国連本部で署名
のために開放される。（8 月 22 日の投
稿に 12 月 26 日追記）
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